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１２２ 

一般競争入札 

 
０ 

指名競争入札 

 

 

１２２ 

 

１億円以上 

 

（０） 

 

５千万円以上１億円未満 

 

（０） 

 

１千万円以上５千万円未満 

 

（３８） 

 

５百万円以上１千万円未満 

 

（２５） 

 

３百万円以上５百万円未満 

 

（１３） 

 

 

 

 

 

 

３百万円未満 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４６） 

随意契約 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０ 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

 
 ０ 

（備考） 

 

 

意見・質問 回  答 委員からの意見・質問，それに対す

る回答 次のとおり 次のとおり 

委員会による意見の具申の内容 次のとおり 

 



（開会） 

 

 １ 対象期間内の工事，指名停止状況及び入札制度改正について 

【事務局より対象期間内に行った工事入札全般，指名停止運用状況及び入札制度改正について

の説明】 

質問・意見 回   答 

『対象期間内全工事について』 

① 全体として言えることであるが，工事につい
ては下請け業者がある場合が多いと思うが，

その状況などの監理はどのようになっている

のか？ 

一括下請けなどが行われないような方法をと

ってあるのか？ 

 

『入札制度改正について』 

①１９年度改正予定の３番目までは事業者に説明

済みとあるがいつの段階でどのように説明し

てあるのか。 

 

 

 

① いわゆる丸投げ，一括下請けについては法
律で禁止されているところである。 

部分下請けについては，発注担当課の工事

の監督職員に，元受事業者から書類により

下請けの申請がなされる。 

その後も現場監理を行う中で状況を確認

しながら施工を行っている。 

 

①１８年 7 月の建設業者・職員研修会におい

て，１８年度改正点の説明を行う際，１年後

となる１９年度の改正予定を併せて説明して

いる。 

 

 

 ２ 抽出案件 

【抽出事案４件について事務局から工事概要，指名の経緯，開札結果について説明】 

入札等方式 
件   名 

参加業者 
指名業者選定理由 

落札率

(%) 

指名競争 １ 平成 18年度 松山地区基
盤整備促進事業幹線１号水

路改良工事（１工区） 市内２１社 

指名審査方針による。 
一般土木工事であり，市内の有資格業者より指

名。 
本工事と同種の工事実績を有する。 

95.83 

指名競争 
２ 平岩・米の口線改良舗
装工事 

市内１３社 

指名審査方針による。 
一般土木工事であり，市内の有資格業者より指

名。 
本工事と同種の工事実績を有する。 

99.31 

指名競争 
３ 走潟配水池電気設備工事 

市内１社 
市外１９社 
合計２０社 

指名審査方針による。 
電気設備工事であり，宇土市外の有資格業者よ

り１９社，宇土市内事業者から１社の合計２０

社指名。 
本工事と同種の工事実績を有する。 

47.03 



指名競争 
４ 潤川・堤防線災害復旧工事 

市内９社 

指名審査方針による。 
災害復旧工事であり，市内の有資格業者を指

名。 
本工事と同種の工事実績を有する。 

95.63 

『抽出事案について』 
まず，全ての入札の中で契約金額の大きいものを１件。 

次に全ての入札の中で落札率が最も高いものを１件。 
全ての入札の中で落札率が最も低いものを１件。 

最後に，災害復旧工事から１件。 

① 入札において，無効になる場合はどの
ような場合があるのか。 

 
 
② 落札率が低いものが５０％を下回って
いるが，こういった場合，低価格すぎ

るということで何らかの措置はあるの

か？ 
 
 
 
 
③ 非常に入札に対して辞退者が多いよう
に見受けられる。 
制度的なペナルティはないということ

だが，指名する段階で，なんらかの判

断として，指名回避などの措置は考え

られないのか。 
あまりに辞退の割合が高い事業者に関

してはなんらかの措置があってよいの

ではないか。 
 
 

④ 市外の事業者を指名する際はどのよう
な基準で指名するのか。 

 
 
 
 

① 代理人に対し委任されている入札において，入
札書に代表者名のみ記載されている場合，ある

いは件名の間違いなどがある。 
 
② 入札手法として，郵便入札を採用しているため，
入札会場に全ての事業者が揃っている状況はほ

とんどないので，一旦落札者保留とし，その事

業者に直接確認をとり，その積算根拠などを確

認する。工事発注担当課も含め確認し，施工可

能だと判断された場合は，そのまま契約にいた

ることとなる。 
 
③ 格付時に，指名に対する辞退割合を加味し，減
点対象にするなど，できないことはないと考え

る。ただ，ペナルティとしての受け取り方をす

るならば，果たして格付に反映することが可能

なのか，研究の余地があると考える。 
仮に格付に反映させることができる，となった

場合においても，即基準の改正，ということに

はならず，１９年７月に，来年度（２０年度）

改正予定として説明した上での実施となってい

くものと考えられる。 
 
④ 業種によって違いがあるが，先ほどの電気設備
工事などは全国区の会社を指名している。その

他建築で１億円を超えるものなどは，市内で施

工可能な事業者を含め，県内の上位企業を指名

することになる。もちろん，規模が大きくなれ

ば，全国区の事業者の指名もしていく。 



⑤ 大きな工事の際にはＪＶによる入札は
ないのか。 

⑤ 平成１１年度以降，ＪＶによる入札による入札
は行っていない。 

 
 
（閉会） 
 


